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令
和
５
年
度
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

全
農
長
野
県
本
部
　
県
本
部
長
　
嶌
田  

武
司

　

花
々
の
便
り
が
届
く
季
節
と
な
り
、

春
の
訪
れ
と
と
も
に
農
作
業
が
本
格
化

す
る
な
か
、
長
野
県
本
部
の
令
和
5
年

度
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
職
員
一
同
、
新
た
な
気
持
ち

で
総
合
経
済
事
業
を
と
お
し
、
組
合
員
・

Ｊ
Ａ
の
負
託
に
応
え
、
営
農
と
生
活
向

上
へ
の
貢
献
と
、
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
事
業

発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
長
野
県
本
部
の
令
和
4
年
度

決
算
は
、
供
給
販
売
高
で
計
画
比
96
％

と
な
る
２
，５
７
１
億
円
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

　

昨
年
の
長
野
県
内
は
、
大
き
な
災
害

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
世
界
に
目
を
向

け
る
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
情
勢
不
安
、
世
界
的
な
人
口
増

加
に
伴
う
食
糧
の
需
要
増
、
地
球
温
暖

化
が
原
因
の
干
ば
つ
や
洪
水
、
原
油
価

格
高
騰
に
よ
る
物
価
高
や
物
流
コ
ス
ト

上
昇
な
ど
、
農
畜
産
物
の
生
産
・
販
売

は
も
と
よ
り
消
費
動
向
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

発
生
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
5
月
に
感

染
症
法
上
の
第
２
類
か
ら
第
５
類
へ
移

行
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
感
染
対
策
な
ど
の
課
題
も

多
く
、
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
が
今

後
も
し
ば
ら
く
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
事
業
環
境

の
中
、
会
員
Ｊ
Ａ
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
事
業
結
集
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
際
貿
易
交
渉
に
お
い
て
は
、

東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
が
発
効
さ
れ
、
さ
ら
に
日
中

韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
交
渉
が
継
続
さ
れ
る
な
ど

政
府
主
導
に
よ
る
自
由
貿
易
時
代
が
加

速
し
、
今
後
ま
す
ま
す
輸
入
農
畜
産
物

拡
大
に
よ
る
国
内
農
業
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
原
油
価
格
の
高
騰
や
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る

資
源
の
国
際
価
格
が
高
騰
を
し
て
お
り
、

輸
入
に
依
存
す
る
日
本
の
多
く
の
原
料
・

材
料
価
格
に
影
響
し
農
家
経
営
を
著
し

く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
長
野
県
本

部
の
令
和
５
年
度
事
業
計
画
供
給
販
売

高
は
、
２
，６
８
８
億
円
と
い
た
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
「
長
野
県
本
部
中
期
事

業
計
画（
２
０
２
２
～
２
０
２
４
年
度
）」

の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
お
よ
び

関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化

し
、
農
業
所
得
向
上
に
向
け
た
機
能
発

揮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
計
画
の
確

実
な
実
践
に
よ
り
会
員
Ｊ
Ａ
の
負
託
に

応
え
て
参
り
ま
す
。

　

特
に
持
続
的
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く

り
に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
拡
大
や

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
、
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト

低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最

大
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
事
業
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
化
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
担
い
手
対
策
や
Ｊ
Ａ
経
済
事
業

の
活
性
化
な
ど
、
活
気
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画
達
成
に
向
け
て

職
員
一
同
粘
り
強
く
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
会
員
Ｊ
Ａ
の
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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令
和
5
年
４
月
１
日

長
野
県
本
部
長　

嶌
田　

武
司



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
営
農
及
び
生
産
振
興

事
業
に
関
わ
る
D
X
化
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
3
月
よ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
、
関
係
Ｊ
Ａ
や
中

央
会
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
全
体
的
な
シ
ス

テ
ム
概
要
に
つ
い
て
整
理
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
そ
の
内
容
を
ベ
ー
ス
に
機
能
別
の

具
体
的
な
開
発
内
容
に
つ
い
て
、
関
係
部
署

と
連
携
・
設
計
し
、
Ｊ
Ａ
と
の
合
意
形
成
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
米
穀
出
荷
管
理
シ
ス
テ
ム
及
び

情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
が
運
用
開
始
・
稼
働
と

な
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
■
「
米
穀
出
荷
管
理
シ
ス
テ
ム
」

　

米
穀
出
荷
管
理
シ
ス
テ
ム
は
2
0
2
3
年

2
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
紙
ベ
ー
ス
で
行
っ
て
い
る
生
産
者
と

Ｊ
Ａ
間
の
米
の
出
荷
契
約
を
、
令
和
５
年
産

米
よ
り
生
産
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
入
力
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

Ｊ
Ａ
の
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
試
験
的
に
県
下
２
Ｊ
Ａ
の
一
部
生
産

者
分
か
ら
運
用
を
開
始
し
、
今
後
他
の
Ｊ
Ａ

へ
も
普
及
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。

　

生
産
者
が
端
末
入
力
し
た
米
の
出
荷
契
約

情
報
を
、
㈱
長
野
県
協
同
電
算
の
「
Ｊ
Ａ
米

穀
シ
ス
テ
ム
」
に
連
動
さ
せ
る
仕
組
み
で
、

Ｊ
Ａ
担
当
者
の
事
務
作
業
の
効
率
化
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ

り
、
現
在
は
Ｊ
Ａ
か
ら
生
産
者
に
紙
で
送
付

し
て
い
る
Ｊ
Ａ
米
穀
シ
ス
テ
ム
の
出
荷
情
報

を
、
生
産
者
の
端
末
に
配
信
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
構
想
し
て
い
る
栽
培
履
歴
や
収
穫
乾

燥
状
況
等
の
栽
培
管
理
系
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
検
討
等
、
更
な
る
高
度
化
を
進
め
、
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
を
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
に
届
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
「
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
」

　

Ｊ
Ａ
に
向
け
て
一
元
的
に
情
報
発
信
を
行

う
「
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
」
は
2
0
2
3
年

4
月
に
稼
働
を
開
始
し
ま
す
。

　

当
シ
ス
テ
ム
は
、
全
農
長
野
の
各
部
署
か

ら
発
信
し
た
情
報
を
Ｊ
Ａ
で
受
信
・
管
理
が

で
き
、
本
会
及
び
Ｊ
Ａ
が
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
迅
速
な
情
報
の
受
発
信
と
蓄
積
や
閲

覧
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
全
農
長
野
か

ら
次
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

①
栽
培
技
術
等
の
営
農
指
導
情
報

　

②�

病
害
虫
発
生
予
察
情
報
や
農
薬
登
録
変

更
等
の
情
報

　

③�

各
品
目
の
販
売
情
勢
や
価
格
情
勢

　

④
各
種
お
知
ら
せ
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報

　

⑤
果
樹
の
開
花
情
報
や
生
育
肥
大
情
報

　

⑥
気
象
情
報
や
災
害
対
策
情
報
等

　

Ｊ
Ａ
担
当
者
へ
情
報
通
知
メ
ー
ル
を
配
信

す
る
こ
と
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
確
実
な
情

報
提
供
及
び
情
報
受
信
が
可
能
で
す
。

　

全
農
長
野
の
各
部
署
よ
り
随
時
情
報
発
信

を
行
い
、
Ｊ
Ａ
の
要
望
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

発
信
情
報
の
検
証
と
拡
大
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
Ｊ
Ａ
担
当
者
に
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
機
能
拡
充
や
活
用
提
案
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
振
興
な
ら
び
に
経
済
事
業
の

利
用
拡
大
に
あ
た
り
、
Ｄ
Ｘ
推
進
は
欠
か
せ

な
い
要
素
で
す
。
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
り
付
加
価
値

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
組
合
員
・
J
A
へ
提
供

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
開
発
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

農
業
生
産
管
理
に
関
わ
る

D
X
化
の
取
組
み

システム名称 主な効果

米穀出荷管理
システム

①�米穀出荷契約に関わる作業の簡略化（組
合員）

②米穀出荷契約に関わる労働時間削減、デ
ジタル管理による正確性の向上（JA）

③JAへのサポート機能強化、米穀データ管
理の正確性の向上、事業拡大等（本会）

情報発信
システム

①営農技術指導や資材情報等の各種情報の
迅速な把握（組合員）

②営農技術指導や資材情報等の各種情報を
デジタル発信をすることによるサービス
向上（JA・本会）

③営農指導の強化・経済事業の拡大及び関
係事務の効率化（JA・本会）

2

A-Reports

D
X
推
進
課
･
生
産
振
興
課
･
米
穀
課



■
建
築

　

Ｊ
Ａ
支
所
な
ど
の
事
務
所
を
は
じ
め
、
店

舗
や
農
機
セ
ン
タ
ー
、
資
材
倉
庫
ま
で
多
岐

に
わ
た
る
施
設
の
設
計
・
監
理
を
行
い
ま
し

た
。
次
年
度
以
降
も
店
舗
や
事
務
所
な
ど
の

大
型
物
件
が
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度　

施
設
住
宅
課
の
取
組
み

施設住宅課

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
施
設
住
宅
課
は
、
施
主
代
行
を
基
本
と
し
て
一
級
建
築
士
事
務
所
に
よ
る
専

門
性
を
発
揮
し
、
事
務
所
な
ど
の
一
般
建
築
か
ら
農
業
施
設
ま
で
幅
広
い
施
設
の
設
計
・
監
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
農
業
施
設
の
高
度
化
・
再
編
へ
の
対
応

並
び
に
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
住
環
境
改
善
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ａ・コープファーマーズ佐久平店建設工事

ＪＡ中野市資材集中配送センター倉庫新設工事

JAながの 栄村営農指導拠点施設等建設工事

JA上伊那 美篶手良支所建設工事

JA 佐久浅間
佐久野沢支所中込店建設工事

3
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■
改
修
工
事

　

多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

店
舗
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
葬
祭
施
設
の
模

様
替
え
な
ど
既
存
施

設
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、

照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
や
空
調
設
備
更
新

な
ど
の
設
備
更
新
工

事
を
数
多
く
行
い
ま
し
た
。

■
農
業
施
設

　

系
統
組
織
と
し
て
長
年
培
っ
て
き
た
農
業

施
設
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
施
設
の
高
度

化
・
効
率
化
、環
境
に
配
慮
し
た
提
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。
国
の
補
助
事
業
に
よ
る
選
果
貯

蔵
施
設
や
米
穀
施
設
等
の
大
型
農
業
施
設
建

設
で
は
計
画
か
ら
建
設
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
工

事
ま
で
一
貫
し
て
行
い
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な

り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
既
存
施
設

で
は
集
出
荷
場
・
冷
蔵
庫
の
選
果
貯
蔵
施
設

か
ら
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
米
穀
施
設
ま
で
様
々
な
施

設
の
改
修
や
機
器
更
新
に
よ
り
、
施
設
の
高

度
化
・
効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
住
宅
事
業

　

Ｊ
Ａ
と
の
一

体
事
業
と
し
て
、

組
合
員
の
土
地

活
用
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
に

配
慮
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
や
、

建
物
保
全
に
係

る
白
蟻
防
除
等

の
住
宅
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
ま
と
め

　

施
設
住
宅
課
で
は
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
削
減
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、Ｊ
Ａ
・

地
域
組
合
員
の
皆
様
の
ご
要
望
に
沿
っ
た
施

設
づ
く
り
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

JA佐久浅間 サエーラあさま安置室改修工事JAグリーン長野 JA 虹のホール稲里式場改修工事

JA上伊那 美篶（4号）カントリーエレベーター増強工事

ＪＡ佐久浅間株式会社アメック 長土呂若宮分譲宅地造成工事

JA松本ハイランド すいか共選所選果機整備工事

JA佐久浅間 野菜加工センター カット野菜製造設備工事

A・コープファーマーズ松代店改修工事
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
全
農
長
野
県
本
部
花
き

専
門
委
員
会
は
、
2
月
9
日
㈭
と
10
日
㈮
の

両
日
、
伊
那
市
の
Ｊ
Ａ
南
信
会
館
で
「
第
52

回
信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
（
＝
表
紙
右

上
・
右
下
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
、
花
き
生
産
者
の
技
術
研
鑽
と
生
産

意
欲
向
上
に
目
的
を
絞
り
、
一
般
公
開
は
行

わ
ず
出
品
物
の
審
査
と
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
関
係

者
の
み
の
公
開
と
し
ま
し
た
。

　

１
月
下
旬
の
寒
波
の
影
響
や
生
産
に
必
要

な
燃
料
費
が
高
騰
す
る
中
、
3
0
4
点
の
出

品
物
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ

ア
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
ダ
リ
ア
、
ア

ネ
モ
ネ
な
ど
13
種
類
が
並
び
、
会

場
い
っ
ぱ
い
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た

花
々
は
生
産
者
の
高
い
技
術
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞

は
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
引
き

続
き
、
㈲
末
広
農
園
（
Ｊ
Ａ
上
伊

那
）
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
「
ピ

ン
ク
テ
ィ
ア
ラ
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
（
＝
表
紙
右
下
）。
褒
賞
は
全

部
で
11
賞
、
合
計
で
31
点
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
は
夏
と

冬
の
2
回
開
催
し
て
お
り
、
次
回

は
7
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

3
0
4
点
の
花
々
が
冬
を
彩
る

第
５２
回
信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

第52回 信州フラワーショーウィンターセレクション　入賞者名簿� （敬称略）

賞 品目名 品種名 氏名 JA名
農林水産大臣賞 1点 アルストロメリア ピンクティアラ 有限会社 末広農園 上伊那

農林水産省農産局長賞 1点 アルストロメリア ゴールド 酒井　弘道 上伊那
農林水産省関東農政局長賞 1点 アルストロメリア ミストラル 中原　睦男 上伊那

全国農業協同組合
連合会長賞

2点
アネモネ ミストラルプラス 伊藤　佐九次 信州諏訪

アルストロメリア ピンクティアラ 伊藤　哲 上伊那

長野県知事賞 4点

花木 ジャイアントレンギョウ 須田　民恵 佐久浅間
アルストロメリア ランカスター 小笠原　秀樹 上伊那
アルストロメリア ベルーガ 矢野　源彦 上伊那

スタンダードカーネーション バイパー 阿部　和博 佐久浅間

日本花き卸売市場協会長賞 2点
アルストロメリア グリーンワンダー 吉澤　栄二 上伊那

アネモネ ミストラルプラス 中村　邦雄 信州諏訪
フラワー産業議員連盟会長賞 1点 アルストロメリア トレド 篠原　俊 信州諏訪

長野県農業協同組合
中央会長賞

6点

アルストロメリア ゴールド 松澤　広 上伊那
ラナンキュラス ポンポンルナ 日下　裕之 上伊那
アルストロメリア パーティー 西尾　裕幸 上伊那
アルストロメリア ジーコ 山田　鉉二 松本ハイランド
アルストロメリア メローイエロー 赤羽　今男 上伊那
アルストロメリア ビビ 矢崎　深志 信州諏訪

全国農業協同組合連合会
長野県本部長賞

6点

アルストロメリア マッサ 古畑　雅一 上伊那
花木 ジャイアントレンギョウ 新津　文彦 佐久浅間

アルストロメリア レッドロック 一ノ瀬　博 上伊那
アルストロメリア チアリー 唐澤　勲 上伊那
アルストロメリア ゴールド 農事組合法人 らいふ 上伊那
アルストロメリア ミコノス 久保田　卓二 上伊那

伊那市長賞 2点
アルストロメリア ピンクサプライズ 永井　智 上伊那
アルストロメリア マッサ 日下　裕之 上伊那

フラワーショー運営委員長賞 5点

アルストロメリア ベルーガ 倉田　良作 上伊那
ダリア ガーネット 松島　勤 みなみ信州

アルストロメリア ハニーソフィア 南部圭子 上伊那
アルストロメリア ハニーソフィア 小池　潤 信州諏訪

花木 東海桜 柴田　正行 佐久浅間

農林水産大臣賞の授与
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
J
A
長
野
厚
生
連
の
各

病
院
に
、
医
療
用
マ
ス
ク
な
ど
の
衛
生
用
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
（
＝
表
紙
左
上
）。
J
A

事
業
は
地
域
の
農
業
従
事
者
た
る
組
合
員
を

は
じ
め
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
J
A
長
野
県
と
し
て
地
域

医
療
な
ら
び
に
地
域
経
済
活
動
を
支
援
す
る

一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
し
た
衛
生
物
品
は
プ
ロ
テ
ク
ト
マ
ス

ク
9
万
枚
、
ニ
ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ
10
万
5
千

枚
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
ガ
ウ
ン
2
千
枚
、

メ
デ
ィ
カ
ル
キ
ャ
ッ
プ
2
千
枚
、
除
菌
ク
ロ

ス
ワ
イ
ド
3
万
2
千
枚
、
除
菌
ク
ロ
ス
ワ
イ

ド
（
詰
替
用
）
3
万
2
千
枚
、
除
菌
用
ア
ル

コ
ー
ル
（
5
0
0
ml
入
）
3
0
0
個
で
す
。

　

3
月
7
日
㈫
に
J
A
長
野
県
ビ
ル
で
開
い

た
贈
呈
式
に
は
、
長
野
厚
生
連
の
洞
和
彦
理

事
長
と
全
農
長
野
の
嶌
田
武
司
県
本
部
長
な

ど
、
関
係
者
5
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
嶌
田
県
本
部
長
は
「
昼
夜
を
問

わ
ず
地
域
医
療
や
J
A
役
職
員
の
健
康
管
理

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
確
認
か
ら
3
年
が
経
過
し
、

本
年
5
月
か
ら
5
類
に
移
行
と
な
り
ま
す
が
、

医
療
現
場
で
は
ま
だ
大
変
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
共
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
わ
ず
か

で
す
が
衛
生
用
品
を
贈
呈
し
ま
す
」
と
挨
拶

を
し
、
目
録
を
渡
し
ま
し
た
。
洞
理
事
長
は

「
衛
生
用
品
は
病
院
の
必
需
品
で
あ
り
、
経

営
の
助
け
に
な
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

支
援
物
品
は
、
佐
久
総
合
病
院
、
浅
間
南

麓
こ
も
ろ
医
療
セ
ン
タ
ー
、
北
ア
ル
プ
ス
医

療
セ
ン
タ
ー
あ
ず
み
病
院
、
長
野
松
代
総
合

病
院
、
北
信
総
合
病
院
、
鹿
教
湯
三
才
山
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
南
長
野
医

療
セ
ン
タ
ー
篠
ノ
井
病
院
、
南
長
野
医
療
セ

ン
タ
ー
新
町
病
院
、
富
士
見
高
原
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー

富
士
見
高

原
病
院
、

下
伊
那
厚

生
病
院
の

10
病
院
に
、

7
日
か
ら

順
次
届
け

ら
れ
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
大
阪
販
売
事
務
所
は
2

月
、
㈱
姫
路
生
花
と
連
携
し
て
姫
路
市
内

の
小
学
生
を
対
象
に
花
育
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
（
＝
表
紙
左
下
）。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
行
い
、
林
田
小

学
校
、
大
津
茂
小
学
校
、
御
国
野
小
学
校

の
3
校
で
2
4
1
名
の
児
童
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

授
業
で
は
、
全
農
長
野
の
職
員
が
長
野

県
産
花
き
の
種
類
や
栽
培
等
に
つ
い
て
説

明
し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

実
演
で
は
、

市
場
職
員

が
講
師
と

な
り
、
各

児
童
が
家

族
へ
の
感

謝
の
気
持

ち
を
込
め

て
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト

を
作
成
し

ま
し
た
。

ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
は
廊
下
に
飾
っ
て

観
賞
し
た
後
自
宅
に
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
授
業
参
観

を
行
っ
た
学
校
も
あ
り
、

参
観
に
見
え
た
保
護
者
に

も
長
野
県
産
花
き
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
児
童
か
ら
は
「
長
野
県
に
色
々
な

花
が
あ
っ
て
、
す
ご
い
と
思
っ
た
」「
ア

ネ
モ
ネ
は
花
が
大
き
く
て
き
れ
い
」「
ア

ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
と
い
う
花
の
名
前
と
、

長
野
県
が
日
本
一
と
知
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
阪
販
売
事
務
所
で
は
今
後
も
、
卸
売

会
社
と
も
連
携
し
な
が
ら
花
育
を
と
お
し

て
花
へ
の
関
心
と
長
野
県
へ
の
親
し
み
を

育
む
よ
う
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

姫
路
市
の
３
つ
の
小
学
校
で

花
育
教
室

J
Ａ
全
農
長
野
が
長
野
厚
生
連
に

医
療
用
マ
ス
ク
な
ど
贈
呈

開催時期 対象小学校・学年 対象人数

２月13日㈪ 林田小学校 ４・６年生 52名

２月21日㈫・22日㈬ 大津茂小学校 ４年生 110名

２月27日㈪ 御国野小学校 ６年生 79名

贈呈品の目録を手渡す嶌田本部長（右）と洞理事長（左）
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令和5年度 機構・分掌・要員について

松本山雅ＦＣのキャンプに
信州ポークを提供

© 松本山雅FC

和歌山キャンプではローストポークに調理されました

　JA全農長野は、シーズン前のサッカーJ3松本山雅FCのキャン
プに信州ポークを提供し、J2昇格を食で支援しました。商品は
2月1日に和歌山県、2月26日に鹿児島県、3月9日に愛知県のキャンプに10ｋｇずつ（計30ｋｇ）届け、
ホテルで調理されました。
　初めてJ3で闘った昨シーズンは1年での昇格とはならず、今シーズンこそJ2昇格を期待し、プ
ラクティスウエアスポンサーとして信州の食をとおして応援します！� （総務広報課）

料理を楽しむ選手  左から下川陽太選手、安東輝選手、鈴木国友選手
© 松本山雅FC

© 松本山雅FC

今シーズンから指揮を執る霜田正浩監督
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令和5年度 機構・分掌・要員について

人
事
異
動

全
農
長
野
県
本
部（
令
和
5
年
3
月
10
日
付
）

〈
副
本
部
長
〉

▽
長
野
県
本
部
長
付�

（
副
本
部
長
）岡
村
達
雄

▽
副
本
部
長〈
営
農・販
売
事
業
部
門
担
当
〉

�

（
副
本
部
長
）長
谷
川
孝
治

▽
副
本
部
長〈
管
理・購
買
事
業
部
門
担
当
〉

�

（
業
務
点
検・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
長
）髙
木
昭
彦

〈
部
長
級
〉

▽
業
務
点
検・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
長

�

（
管
理
部
副
部
長
兼
総
務
広
報
課
長
）滝
澤
浩
治

▽
生
産
振
興
部
長
兼
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
長

�

（
生
産
販
売
部
専
任
部
長〈
営
業
開
発
〉）根
津
彰
寛

▽
生
産
振
興
部
生
産
振
興
課

�

（
生
産
振
興
部
長
兼
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
長
）岩
崎
直
樹

▽
畜
産
酪
農
部
付�

（
畜
産
酪
農
部
）西
澤
孝
典

▽
生
活
部
付�

（
業
務
点
検・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
）池
田
洋
一

〈
副
部
長
級
〉

▽
業
務
点
検・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部�

（
管
理
部
付
）吉
村
智
之

▽
総
合
企
画
部
副
部
長
兼
改
革
推
進・企
画
課
長

�

（
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
生
産
資
材
課
長
）小
池
経
夫

▽
総
合
企
画
部
改
革
推
進・企
画
課

�
（
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
果
実
花
き
課
長
）山
岸
順
一

▽
総
合
企
画
部
副
部
長
兼
Ｄ
Ｘ
推
進
課
長

�

（
生
産
振
興
部
副
部
長
兼
生
産
振
興
課
長
）北
澤
治
樹

▽
管
理
部
副
部
長
兼
総
務
広
報
課
長

�

（
総
合
企
画
部
改
革
推
進・企
画
課
長
）飯
島
貴
彦

▽
管
理
部
副
部
長
兼
経
理
課
長�

（
同
部
同
課
長
）山
田　
茂

▽
生
産
振
興
部
副
部
長
兼
生
産
振
興
課
長

�

（
東
京
販
売
事
務
所
長
）豊
森
俊
行

▽
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
販
売
流
通
企
画
課
長

�

（
大
阪
販
売
事
務
所
次
長
）伊
藤
智
康

▽
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
営
業
課
長�

（
同
部
同
課
長
）小
林　
博

▽
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
農
業
機
械
課
長

�

（
南
信
事
業
所
営
農
資
材
課
長
）相
沢
光
彦

▽
南
信
事
業
所
次
長
兼
営
農
資
材
課
長

�

（
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
包
装
資
材
課
長
）森
田
陽
一

▽
北
信
事
業
所
次
長
兼
営
農
資
材
課
長

�

（
総
合
企
画
部
副
部
長
兼
Ｄ
Ｘ
推
進
課
長
）島
田
忠
之

▽
東
京
販
売
事
務
所
長

�

（
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
米
穀
課
長
）小
原
和
博

▽
管
理
部
付

�

（
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
農
業
機
械
課
長
）今
井
順
一

▽
生
活
部
付�

（
南
信
事
業
所
次
長
兼
生
活
課
長
）大
平　
繁

〈
課
長
級
〉

▽
生
産
販
売
部
米
穀
課
長�

（
同
部
同
課
長
代
理
）大
原
宏
之

▽
生
産
販
売
部
果
実
花
き
課
長�（
福
岡
販
売
事
務
所
長
）小
林　
強

▽
生
産
購
買
部
包
装
資
材
課
長

�

（
管
理
部
経
理
課
長
代
理
）飯
澤
俊
二

▽
生
産
購
買
部
生
産
資
材
課
長

�

（
北
信
事
業
所
営
農
資
材
課
長
）青
木
哲
也

▽
畜
産
酪
農
部
畜
産
酪
農
課
長�（
同
部
同
課
長
代
理
）小
林
智
一
郎

▽
畜
産
酪
農
部
畜
産
酪
農
課
三
岳
牧
場
長

�

（
同
部
同
課
長
）川
合
明
彦

▽
生
活
部
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課
長

�

（
同
部
燃
料・ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
監
視
セ
ン
タ
ー
長
）

�

黒
澤
雅
俊

▽
南
信
事
業
所
生
活
課
長

�

（
生
活
部
燃
料・ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
代
理
）鷹
野　
毅

▽
大
阪
販
売
事
務
所
次
長

�

（
南
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長
代
理
）浅
田
道
隆

▽
福
岡
販
売
事
務
所
長

�

（
東
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長
代
理
）若
月
公
一

▽
生
活
部
付�

（
同
部
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課
長
）塚
田
文
彦

Ⅰ
．
基
本
的
な
考
え
方

１�

．
Ｊ
Ａ
長
野
県
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ａ
・
県
域
お
よ
び
子

会
社
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
し
、
部
門
別
事
業
競
争
力
の
強
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収
支
改
善
お
よ
び
農
業

所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
機
構
・
分
掌
と
す
る
。

２�

．
中
期
事
業
計
画（
令
和
4
～
6
年
度
）
を
実
践
す
る
に
あ
た
り
、

部
門
間
連
携
に
よ
る
営
農
生
産
業
務
の
機
能
発
揮
と
農
業
生
産
管

理
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
す
す
め
る
。

３�

．
生
産
事
業
に
お
い
て
は
農
業
基
盤
維
持
拡
大
の
た
め
、マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
産
提
案
を
は
じ
め
気
象
災
害
に
対
す
る
施

設
化
推
進
に
よ
る
生
産
振
興
を
は
か
る
と
と
も
に
、
信
州
産
農
畜

産
物
の
販
売
力
強
化
と
生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
生
産
者
手

取
り
の
最
大
化
を
目
指
す
体
制
を
構
築
す
る
。
生
活
事
業
に
お
い

て
は
、
事
業
分
野
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
競
争
力
強
化
を
は
か
り
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
を
目
指
す
体
制
を
構
築
す
る
。

４�

．特
に
大
規
模
生
産
者
や
農
業
法
人
等
へ
の
Ｊ
Ａ
と
の
一
体
的
な
推

進
を
強
化
す
る
た
め
、
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
事
業
推
進

体
制
を
継
続
す
る
。

５�

．県
本
部
総
合
経
営
管
理
の
堅
持
な
ら
び
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態

勢
の
推
進
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
基
盤
確
立
を
す

す
め
、
県
域
結
集
の
拡
大
と
成
果
を
得
る
県
本
部
の
運
営
を
行
う
。

６�

．
事
業
・
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
業
務
体
制
の
確
立
な
ら
び

に
専
門
的
業
務
の
持
続
性
と
業
務
効
率
性
を
は
か
る
た
め
、
要
員

は
多
様
な
雇
用
形
態
に
よ
る
効
果
的
な
体
制
と
す
る
。

Ⅱ
．
機
構
・
分
掌
の
主
な
変
更
内
容

１�

．
農
業
機
械
整
備
事
業
強
化
の
た
め
、県
下
2
拠
点
目
と
な
る
「
堀

金
農
業
機
械
整
備
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
。

２�

．
e
コ
マ
ー
ス
事
業
強
化
の
た
め
、「
販
売
開
発
課
」
業
務
分
掌
を

分
割
し
、
e
コ
マ
ー
ス
戦
略
構
築
に
関
す
る
業
務〈
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン

運
営
〉
を
「
生
活
部
生
活
課
」
に
、
新
規
事
業
開
拓
な
ら
び
に
付

加
価
値
商
品
開
発
に
関
す
る
業
務
を「
販
売
流
通
企
画
課
」へ
移
管・

統
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
販
売
開
発
課
」
は
廃
止
す
る
。
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令和5年度 全農長野県本部機構図

協同経営農業機械センター

総合企画部

管　理　部

生産振興部

担い手推進
センター

業務点検・
コンプライアンス部

生産販売部

生　活　部

南信事業所

県本部運営委員会

生産購買部

畜産酪農部

人事課

経理課

総務広報課

ＤＸ推進課

改革推進・企画課

SS協同経営課

生活課

燃料・ホームエネルギー課

生産振興課

県本部長

副本部長

東信事業所

北信事業所

米穀課

販売流通企画課

果実花き課

営業課

中信事業所

農機協同経営グループ
農業機械部品センター

堀金農業機械整備センター
丸子農業機械整備センター

施設住宅課中南信駐在

三岳牧場
八ヶ岳牧場

LPガス監視センター

ミルクステーション
（あさま、伊那、あづみ野、北信）

南信ブロック・中信ブロック・
北信ブロック

SS協同経営店舗

担い手推進センター

担い手推進センター長

地区マネージャー
（東・南・中・北 各事業所長）

農
家
推
進
チ
ー
ム

農
家
推
進
チ
ー
ム

農
家
推
進
チ
ー
ム

農
家
推
進
チ
ー
ム

本所マネージャー
（生振・生販・生購部長）

推進チーム
（生振・生販・生購部）

野菜種苗センター

資材店舗グループ

畜産酪農課

大阪販売事務所

東京販売事務所

名古屋販売事務所

福岡販売事務所

長野販売事務所

野菜きのこ課

生産資材課

農業機械課

包装資材課

施設住宅課
（全農長野一級建築士事務所）

東北信検査室
中南信検査室

松本肉畜販売所
SPF豚繁殖センター
中央家畜市場

生産販売課
野辺山駐在所
営農資材課
生活課

生活課

生産販売課
営農資材課

生活課

生産販売課
営農資材課

生活課

生産販売課
営農資材課

生活課松本駐在

JA中信畜産酪農営農センター
JA北信畜産酪農営農センター

JA

担い手等



 

　

3
月
初
旬
よ
り
暖
か
い
日
が
続
き
、
早

い
春
を
迎
え
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
は
、
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
強
く
思
う
と
同
時
に
、
新

年
度
に
突
入
す
る
緊
張
感
で
気
が
引
き
締

ま
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進

攻
に
よ
る
情
勢
不
安
、
原
油
価
格
高
騰
に

よ
る
物
価
高
や
物
流
コ
ス
ト
と
光
熱
費
の

高
騰
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

等
に
よ
り
農
畜
産
物
の
生
産
・
販
売
は
も

と
よ
り
消
費
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
考
え
る
と
気
持
ち
も
暗
く
な
り
が
ち
で

す
が
、
目
の
前
の
課
題
を
一
つ
一
つ
こ
な

し
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
新
年
度
が
健
康
で
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
我
ら
が
松
本
山
雅
の

2
0
2
3
年
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し

た
。
初
戦
は
ア
ウ
ェ
ー
で
今
年
Ｊ
リ
ー
グ

に
昇
格
し
た
奈
良
ク
ラ
ブ
と
対
戦
。
見
事

2-

0
で
勝
利
し
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
今
年
も
厳
し
い
戦
い
は

続
く
と
思
い
ま
す
が
、
最
後
の
最
後
ま
で

力
の
限
り
応
援
し
て
い
き
ま

す
。
行
く
ぞ
J
2
！

燃
え
ろ
山
雅
！�

（
T
）

令和4年度2月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 17 - - 

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 154 88 89 

生 産 振 興 部 計 171 98 99 

米 穀 14,958 93 97 

果 実 花 き 46,609 104 111 

野 菜 き の こ 65,609 85 98 

営 業 13,164 85 100 

生 産 販 売 部 計 140,340 91 102 

包 装 資 材 7,845 96 108 

生 産 資 材 11,165 124 123 

農 業 機 械 5,111 92 97 

施 設 住 宅 6,195 127 169 

生 産 購 買 部 計 30,317 110 120 

畜 産 酪 農 28,367 100 97 

三 岳 牧 場 228 98 104 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 263 94 96 

八 ヶ 岳 牧 場 188 80 90 

畜 産 酪 農 部 計 29,045 99 97 

燃料・ホームエネルギー 25,588 102 101 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 6,961 107 105 

生 活 8,303 103 99 

生 活 部 計 40,852 103 101 

長 野 県 本 部 計 240,596 96 103 
（内部販売高含む）

編 

集 

後 

記

■材料（２人分）

■作り方
①�大き目の耐熱ボウルに玉ねぎ、えのき、キャベツの順に
重ね入れ、オリーブオイルを上からかけたらラップをして、
600wで3分。
②�ラップを一度外し、サバ缶 (煮汁ごと)とＡを入れよく混ぜ、
再度ラップをして加熱する。 (600wで5分 )
③器に盛り、お好みでパルメザンチーズと黒コショウをふる。

・カットえのき�  1袋(100ｇ)
・サバ缶(水煮)  �   1缶(190ｇ)
・玉ねぎ(1.5㎝角切り)  �   1/4(40ｇ)
・キャベツ(1.5㎝角切り)  �  2枚(80ｇ)
・オリーブオイル �  大さじ１
Ａ.トマトジュース �  200ｍｌ
Ａ.水  �   100ｍｌ
Ａ.固形コンソメ �   1個
Ａ.ニンニクすりおろし �  小さじ１
Ａ.ケチャップ �  大さじ２

4月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

4/26（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

農業機械課

JA全農長野
【公式】グリーンレーダー ＠ja_greenradar

グリーンレーダーの
ツイッターを始めました

“ＪＡ全農長野のキッチン ”

えのきとサバ缶の
ヘルシーミネストローネ

＊�サバ缶の煮汁を入れることにより旨味あふれるミネス
トローネになります。
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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